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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 2,880 △9.3 182 4.5 239 4.4 160 0.3

2024年3月期第3四半期 3,174 △2.3 174 △34.1 229 △20.6 160 △18.9

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期 160百万円 （0.3％） 2024年3月期第3四半期 160百万円 （△18.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 31.61 ―

2024年3月期第3四半期 31.53 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第3四半期 9,364 5,140 54.9 1,010.31

2024年3月期 9,237 5,040 54.6 990.71

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 5,140百万円 2024年3月期 5,040百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

2025年3月期 ― 0.00 ―

2025年3月期（予想） 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,765 △9.1 212 △3.7 287 1.3 203 11.8 40.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」を
ご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 5,500,000 株 2024年3月期 5,500,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 412,326 株 2024年3月期 412,326 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 5,087,674 株 2024年3月期3Q 5,087,674 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当期第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の積極的な設備投資、インバウンド需要の拡大、雇用

情勢の改善で緩やかな回復基調となりました。一方で物価上昇による消費マインドの低下、金融資本市場の変動に

よる景気下振れリスク、人手不足による運営コストの増加など不安定な状況が続いております。

花き業界においては地球温暖化による酷暑と豪雨の影響で夏以降の生育不良が深刻となり、国産花きの出荷量は

少ない状況が続きました。輸入品も円安が続いていて量が集まらず全国的に品薄の中で卸売価格は高値で推移しま

した。中でも12月需要期の卸売価格の高騰が顕著でした。

冠婚葬祭や法人需要が堅調な一方で、個人や家庭需要は可処分所得が伸び悩む中において高齢者を中心に縮小傾

向となりました。

当社グループは首都圏の花き流通の中心的な役割である大田市場という立地を生かしてサプライチェーン全体の

収益向上を図り、生活者には価値と価格のバランスがとれた商品作りの提案を行うなど花きの消費向上に努めてま

いりました。今後も花き業界の持続的な発展のため生産者、流通業者、小売業者と協力してサプライチェーン全体

の最適化を推進してまいります。

このような結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,880,079千円（前年同四半期比9.3％減）、営業

利益182,333千円（前年同四半期比4.5％増）、経常利益239,910千円（前年同四半期比4.4％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益160,804千円（前年同四半期比0.3％増）となりました。

なお、当社グループは花き卸売事業単一セグメントであるため、セグメント別の記載は行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は9,364,316千円となりました。流動資産は前連結会計年度末に

比べ139,375千円増加し4,870,896千円、固定資産は前連結会計年度末に比べ12,398千円減少し4,493,420千円とな

りました。流動資産の主な内訳は売掛金2,689,420千円、現金及び預金1,914,700千円、固定資産の主な内訳は建物

及び構築物2,397,830千円です。

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は4,224,172千円となりました。流動負債は前連結会計年度末に

比べ199,361千円増加し2,993,183千円、固定負債は前連結会計年度末に比べ172,136千円減少し1,230,989千円とな

りました。流動負債の主な内訳は受託販売未払金2,272,654千円、固定負債の主な内訳は退職給付に係る負債

524,620千円、長期借入金186,346千円です。

純資産は前連結会計年度末に比べ99,752千円増加し5,140,144千円となりました。これは剰余金の配当61,052千

円、親会社株主に帰属する四半期純利益160,804千円の計上によるものです。

(キャッシュ・フローの状況)

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

較して288,714千円減少し2,014,078千円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

営業活動の結果得られた資金は177,078千円（前年同四半期は939,984千円の増加）となりました。主な増加要因

は税金等調整前四半期純利益239,910千円、減価償却費194,127千円、仕入債務の増加171,473千円であり、主な減

少要因は売上債権の増加396,335千円によるものです。

投資活動の結果使用した資金は179,056千円（前年同四半期は76,760千円の使用）となりました。主な減少要因

は有形固定資産の取得による支出148,169千円、無形固定資産の取得による支出32,502千円であり、増加要因は貸

付金の回収による収入21,615千円によるものです。

財務活動の結果使用した資金は286,736千円（前年同四半期は291,630千円の使用）となりました。主な減少要因

は長期借入金の返済による支出217,476千円、配当金の支払額60,897千円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年７月31日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありま

せん。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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